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請 願 ・ 陳 情 の 
　 　 　 審 議 結 果 
請 願 ・ 陳 情 の 
　 　 　 審 議 結 果 

平成18年度日野市一般会計補正予算（第1号）の専決処分の報告承
認について 

平成18年度日野市老人保健特別会計補正予算（第1号）の専決処分
の報告承認について 

日野市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について 

日野市清流保全―湧水・地下水の回復と河川・用水の保全―に関す
る条例の制定について 

日野市立七生中学校北校舎東側改築及び西側耐震補強建築工事請負
契約の締結について 

日本と同様の安全基準が確保されるまで、米国産牛肉の輸入再開の
中止を求める意見書 

日野市議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 

市長提出議案 

議員提出議案 

市長提出議案 

議員提出議案 
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平成１８年第2回定例会の日程 平成１８年第2回定例会の日程 

6月1日 

12日 

14日 

5日 
 

9日 

常任委員会 

本会議  （一般質問） 

本会議  （一般質問、議案上程、請願上程） 

16日 特別委員会  （行財政改革推進、体育館建設） 

20日 本会議  （審議報告、議案上程、請願上程） 

本会議 会期の決定、行政報告、諸般の報告 
議案上程、請願上程 

健康福祉委員会 
環境まちづくり委員会 

15日 常任委員会 企画総務委員会 
市民文教委員会 

日野市立地区センター条例等の一部を改正する条例の制定について 

日野市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

日野市緑化推進に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日野市私立幼稚園入園支度金貸付条例の制定について 

日野市立病院使用条例の一部を改正する条例の制定について 

平成18年度日野市一般会計補正予算（第2号） 

平成18年度日野市下水道事業特別会計補正予算（第1号） 

市道路線の一部廃止について 

市道路線の認定について 

人権擁護委員の推薦について 

医療制度改革法案に反対する意見書 

教育基本法の改定に反対する意見書 

政府の責任で青年の雇用確保を進めることを求める意見書 

改定された介護保険制度の見直しを求める意見書 

障害者サービスの自己負担の軽減など国の予算措置を求める意見書 

（仮称）市民の森ふれあいホールの建設に関する決議 

北朝鮮のミサイル発射に対する抗議についての決議 

日野市私立幼稚園入園支度金助成条例の制定について 

日野市戦争しないまち・無防備地域条例について 

日野市教育委員会委員の任命について 

　平成18（２００６）年7月28日　　　ひの市議会だより　第 1 7 6 号 　（4） 

今
定
例
会
で
は
、
請
願
・

陳
情
13
件
が
審
査
さ
れ
ま
し

た
。
 

審
議
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

小
山
良
悟
議
員
の
逝
去
に
伴
い
、
平
成
18
年
第
１
回
臨
時
会

で
、
次
の
と
お
り
組
合
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

◎
新
町
・
栄
町
の
児
童
館
建
 

　
設
の
早
期
実
現
を
求
め
る

　
陳
情
 

【
趣
旨
】
新
町
・
栄
町
地
区
 

に
学
童
ク
ラ
ブ
併
設
の
児
童

館
を
早
期
に
建
設
す
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
東
 

光
寺
小
学
童
ク
ラ
ブ
に
適
正

な
指
導
員
の
配
置
を
行
う
こ

と
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

【
結
果
】
全
員
一
致
の
採
択
 

◎
新
井
団
地
の
子
ど
も
た
ち

　
が
通
う
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ

　
い
て
の
請
願
 

【
趣
旨
】
学
童
ク
ラ
ブ
職
員
 

が
１
年
を
通
し
て
児
童
の
送

り
を
す
る
こ
と
。
じ
ゅ
ん
と

く
・
万
願
寺
学
童
ク
ラ
ブ
の

増
設
ま
た
は
新
設
。
入
所
す

べ
き
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
安
全
・
負
担

を
考
え
て
決
定
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

【
結
果
】
全
員
一
致
の
採
択
 

◎
保
育
園
民
間
委
託
問
題
に

関
す
る
陳
情
 

◎
小
学
校
給
食
の
調
理
業
務

民
間
委
託
に
関
す
る
請
願
 

◎
居
住
費
・
食
費
の
全
額
自

己
負
担
へ
の
軽
減
措
置
を

求
め
る
請
願
 

◎
特
養
老
人
ホ
ー
ム
開
設
に

か
か
わ
る
問
題
の
経
過
説

明
と
必
要
な
対
策
を
求
め

る
陳
情
 

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
に
伴

う
日
野
市
独
自
の
負
担
軽

減
に
関
す
る
陳
情
 

◎
日
野
市
管
理
、
公
衆
用
道

路
の
使
用
に
関
す
る
陳
情
 

◎
豊
田
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設

置
を
求
め
る
請
願
 

◎
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
に

反
対
す
る
陳
情
 

◎
市
と
議
会
が
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
条
約
を
市
民
に
広
く
知

ら
せ
、
無
防
備
地
域
宣
言

を
含
む
平
和
条
例
を
議
会

で
検
討
す
る
こ
と
に
関
す

る
陳
情
 

◎
介
護
保
険
料
の
大
幅
引
き

上
げ
に
反
対
す
る
請
願
 

◎
京
王
高
幡
不
動
駅
の
１
階

ま
た
は
駅
前
に
公
衆
ト
イ

レ
の
設
置
を
求
め
る
請
願
 

プチ・コンサートを9月1日に開催 プチ・コンサートを9月1日に開催 
　平成１８年第3回定例会の初日に、市議会本会議場でプチ・コンサートを開
催します。お誘い合わせのうえご来場ください。 

【日時】 9月１日（金）午前10時から（20分間） 

【出演】 コーラス・ピーカ・ブー 

【予定曲目】 ○おおすべての人よ 
○栄えあれ、女王 
○ヘンルーダの花が咲いたら 

議場に響く美しい歌声をお楽しみください 

今定例議会で議決した議案 

第1回臨時会で議決した議案 

組
合
議
会
議
員

組
合
議
会
議
員
を
選
出
選
出
 

組
合
議
会
議
員
を
選
出
 

小
山
良
悟
議
員
逝
去
 

・
東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
議
会
議
員
 

　
　
　
　
梅
田
　
俊
幸
 

・
東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合
議
会
議
員
 

　
　
　
　
梅
田
　
俊
幸
 

 

去
る
平
成
18
年
６
月
22

日
、
小
山
良
悟
議
員
（
自

民
ク
ラ
ブ
、
63
歳
）
が
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
小
山

議
員
は
昭
和
57
年
３
月
に

初
当
選
し
、
７
期
約
24
年

に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
議
長
、
議
会
運
営
委

員
長
、
総
務
委
員
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
日
野
市
の

福
祉
、
教
育
、
産
業
の
発

展
等
に
多
大
な
功
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
 

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

５月19日、日本青年館で「第44回東京河川改修促進連
盟総会及び促進大会」が開催され、日野市議会からは14
名の議員が参加しました。平成18年度予算の承認、治水
対策や水辺環境の整備推進を求める決議を行いました。 

６
月
下
旬
か
ら
7
月
上
旬
に
か
け
て
、

高
幡
不
動
尊
参
道
に
七
夕
飾
り
が
登
場
し

ま
し
た
。
こ
の
飾
り
つ
け
は
地
元
の
高
幡

不
動
参
道
会
の
方
々
に
よ
る
も
の
で
、
夏

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

７月16日、クリーンセンター内駐車場において、第22回
日野市消防団ポンプ操法審査会が開催されました。日野市
の安全・安心の一翼を担う団員の士気高揚と消防技術の向
上を目的に行われ、小型ポンプを扱う団員の皆さんの表情
は真剣そのものでした。 


